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＊本の概要 

本書は、「主題−解説」構造の観点から韓国語の-n kes-ita（以下、kes−itaと表記）文を考

察することで、これまで明確ではなかった kes-itaの基本的機能を明らかにし、kes-ita文

の全体像を示すことを第一の目的とする。そして、本書で考察する kes-ita文を日本語のノ

ダ文と対照考察することで、両形式の根本的な違いを明確にすることが第二の目的である。

本書で、「主題−解説」構造という理論的枠組みを導入し、kes-ita文を分析した結果、kes-

ita 文は、統語構造の違いによって、①名詞文、②疑似名詞文、③非名詞文という３つに分

けられた。名詞文としての kes-ita 文と疑似名詞文としての kes-ita 文は、統語的には別

の形式のように見えるが、「主題−解説」構造の観点からは、いずれも「主題について何かを

述べている」と解釈されるという点で両者は意味的に密接に関連していることが明らかに

なった。また、非名詞文としての kes-ita文は、「後続発話への関連を示唆する」ものとし

て解釈され、一見、名詞文や疑似名詞文としての kes-ita文の意味とは異質なものに見える

が、kes-ita 文はいずれも「kes-ita文の意味解釈には kes-itaで表される部分以外に、も

う一つの情報が必要であることを示す」という kes-ita の基本的な機能が働いているとい

う点で、「名詞文」「疑似名詞文」「非名詞文」といった統語構造の異なる全ての kes-ita文

に対し統一的な説明が可能となり、kes-ita文の意味解釈のプロセスの全体像が提示できた。

最後に本書では、kes-ita 本来の意味・機能についての考察結果を日本語のノダと比較し、

kes-ita がノダに比べモーダルな形式として発達していないという従来の指摘について、両

形式の根本的な違いは kes-ita文の「主題−解説」構造に起因しているということを提示し

た。 
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